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今日の活動林況

,9家族48人の参れn

ιIんどの巣
ホームページ

-7ラン千オフィス構白1ら
お票子額を寄贈いただとをした

毎年占菓子順などを寄贈していただいてしlる7
ラン千オフィス様白iらお電話をいただと、受l十取ιIに

出向いてときした。7巧ン千オフィスのし占と書白`.集
顔で出迎え、ご対応いただと書した。

毎年.定期的にご寄贈ιlただしlてしlるので、電話
をいただいたこと勝うかっこうれしい気持ちにな明参

す。寄贈いただいたもの勝、子供達もたしLへん喜ん

でしlるこ屈ιl書す。

ηラン千オフイス様あとIれ こ`うごぜい書した。

ι〕んごの巣白lら3同開催日衷夏の占知らせ

し

'た

ごの巣食堂l渉毎日、第三本曜日に開催して占
ι!書寸白lⅢ 3同開催に関して友硬いたしをす。

変更口Iき第四本曜日の3同 27日にな
`l書
す。

開催時間や開催場所などlttb lつも過BIなので、ご舎

心くだとい。

2同 lき予定通BIZ同20日で開催ιlたし書す。参こ
とに勝手でlきあ叫書すが、ご留鳶いただl十書すかう

Attι lblたし書す。     叫れごの祟運営番員

ご寄贈いただいた食材 。お菓子・飲料等

芽室の村瀬様からご寄付金をいただきました

昨年、芽室白lら流通に乗らなしl:見格外の長率を寄

贈してしLただし1た、村瀬様白lら振叫込みにかる寄付

をしたしヽこのご連絡白Hあ叫書した。

メー′しでのご連絡に、女面白1籐えてあ叫、ヤーコン

生直組合を解蔀することになと,Ⅲ 組合の資金を整理

した残叫を寄付したいともことでした。

芽室!さ士廟摩管向で広ιl農地で北商道らしい農業を

拡大しているイメージ白`あ
`I書
した白`.宴情lどとの通

ιIで lきなしlいうです。

広ιl農地を効率的に経営するためにl渉`高額け農
機具や持働殉力1を専こな叫書げ白`.個A経営手見擦
の農永
~で
l渉資金面でもな白lなか難しιlことお`多く、

後盤者の間霞もあιI、 農地を売抑してⅢとこの特1動

昔として働blてし1るこのこと。

北廊道の農業も大変だおと、考えとせられをす。

北海道の農地を外国企業に占められたら、自の客

全も保つこと殉ほとないのでlき、この不安も感じ書

た。厳しい経営環境のな白lⅢ 生産物やご寄付をいた

だと本当にあBI力 こ`うごぜい書す。

年が明け、意外と雪が少ない二月となりました。りんごの巣食堂は今年も新たな気持ちでスタートです。

日本海側では、大雪のニュースが聞こえています。一方太平洋側では雨が少なく、野菜の価格に大きな影響

が出ていて、あるスーパーではキャベツ■個が700円近い値段です。台所を預かるお母さん方も、子供たちの

栄養を考えると野菜も大事な要素なので苦労されていると思います。

今月は、寄贈された肉製品、ジャガイモや長芋を使つたメニューにしました。ご飯は黒豆を炊き込んだちょっ

とお赤飯のようなご飯です。今回のお食事もお土産も、みなさんからの寄贈品で構成しています。毎画のご協

力本当にありがとうございました。 次回参加ご希望の方は電話かメールで参加者の数も一緒に、早めにお
申し込みください。        (電 話 080‐ 1503‐9038 メール ringonosuO@gmail.com)
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E7日 書なトピ7勝ZttZZ口Ⅲ3月 22日

太果構Ⅲ北日本ワード様、北竜町追下構、千クレンミート様、商店街子ども応援企画篠、修貴構、ジョンソンホーと3秦様、山下ホ度構.

77-ム弦様、7マツンジャパン様、7ラン千オフイス様、向海産業様、子供食堂ネットワーク構、守白Aング′し…ヱ構,どうとゅう様

北光キーセンター緒部様.イオン豊平ビック店榛ェジェインステム構、ひらら様、わらく堂構、同田商事様、中山争n構Ⅲ 芽室柑瀬権、
創造学回40期石帯構、創造学回43期糠、日寒束佐顧構、表固片相「構Ⅲ北区宮本様       との他 団体Ⅲ個人権 (順不同)

会会前の調理作業中

お代わιI縮出の味]曽汁の出汁

こぇ擬Ⅲご協れに感謝申し上ff参寸
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